


    悩み

     がんで死亡した身内の肉体的苦痛を見ているため、耐え難い苦痛に対しては延命治療を受けるのではなく、自殺の道を選んだ方が良いのではないかと考えた。 


    助言

    
              【身体的苦痛を緩和する薬や治療方法も進歩している】




  
  身内の方のつらさをみられたことで、苦痛に対しての恐怖心を強く感じていらっしゃるのだと思います。
けれども、現在、身体的な苦痛だけではなく、精神的苦痛・社会的苦痛を含めて、がんに伴う様々な苦痛をやわらげる緩和ケアが行われています。緩和ケアは、がんを治したり、がんの進行をおさえたりするための治療ではありません。がんに伴って起こる様々な苦痛をやわらげる治療やケアのことです。
また、治療に伴う苦痛（副作用など）をやわらげるための薬や方法も進歩してきています。担当医や看護師をはじめ、医療スタッフは、患者さんの苦痛を少しでもやわらげる方法を一緒に考え、実行しています。


  




              【つらさを一人で抱え込まない】




  
  がんに伴う苦痛や負担は、医療者に、そしてご家族をはじめ周囲の人に話してかまいません。むしろ、話すことで、あなたの苦痛を一緒に考え、あなたが生きるのを支えることができます。ご家族は、あなたと苦しさを分かち、あなたがご家族とともに生きることを望まれていると思います。


  




    



OEBPS/Images/cover/img_1771105800.png
Webhk
BALEZTFHIRQRA






OEBPS/Images/ldo_center2.png





